
2022年度 教員の自己点検・自己評価報告書 

 

所属学部 学科 職位 氏  名 

人間健康学部 人間健康学科 教授 石渡 靖之 

最終学歴 学 位 専門分野 

青山学院大学経営学部 学士 サッカー論、指導者養成論 

 

Ⅰ 教育活動 

○理念・目標・方針・計画（方法） 

（理念） 

本学における「三つの言葉」の具現化に向けて、日々の教育活動に尽力し、社会のために役立

つ人材を育成する。 

（目標） 

本学における「三つの言葉」（建学の精神／校訓／教職員の心構え）を念頭に置き、学生指導に

従事する。そのためには、学生一人一人の成長に向けて、学生の自立と自律をベースに支援を行う。 

（方針） 

常に前向きに学び続ける意欲のある人材を育成する。 

自分自身の考えを持ちつつ、他者の考えを尊重し、社会に貢献できる人材を育成する。 

（計画） 

担当する学生個々の個性を尊重しつつ、学生の特徴をつかみ、当該学生に必要な支援の内容及び

支援の方法等をこれまで培った経験等を用いながら、学生一人一人の成長を支援する。 

ただし、変化の激しい予測不能な現代社会を生き抜く上では、確実に必要となる学生自身の自己

解決能力の向上を目指しながら支援を行う。 

 

○担当科目（前期・後期） 

（前期） 

  人間健康特講Ⅲ（チームマネジメントⅠ）、簿記会計Ⅰ、東邦高校人間健康コース 

（後期） 

  東邦プロジェクト A、 人間健康特講Ⅳ（チームマネジメントⅡ）、簿記会計Ⅱ、 

東邦高校人間健康コース 

 

○教育方法の実践 

 学生との対話を重視するために、コロナ渦であることから、対面授業の際、授業メモを配付

し、必要な授業内容をメモしてもらうのと同時に、授業で感じたことや質問、学生自身の考えを

できるだけ聞き取るように工夫した。また、teamsのchatを有効に活用し、学生からの質問等に

随時回答できるようにした。 

経営学部の簿記会計の授業では、コロナ渦で毎時間出席ができていない学生も多くいたことか

ら、授業の開始１５～２０分は、前時の復習を行い、前時にコロナ等で欠席した学生が理解不足

から授業の意欲を喪失することがないようにし、学生の反応を確かめながら毎時の授業を行うよ

うにした。 

また、板書計画を綿密に作成し、毎時の授業で板書する内容を精選するとともに、授業中に黒

板を消すことがないように配慮した。学生は、黒板が消されていないことで、授業終了時にカメ



ラで写真を撮っていた。 

 

○作成した教科書・教材 

2023年度から人間健康学部の１年生を対象に基礎科目として開講する「人間健康学」の教科書を

学部教員で分担して作成した。私は、第２部「身体活動とウェルネス」の第９章「レベルアップに

必要な諸要素」というテーマで執筆した。 

 

○自己評価 

コロナ渦で、学生との対話が十分に行えない中ではあったが、教育実践に記述したような方法を

採り入れながら、教育実践に注力を注いだ。学生の授業評価アンケートにおいても、概ね良好な結

果であったことから、自身の評価も概ね良いと考えている。しかしながら、より良い授業を実践す

るための教材や授業資料の作成を更に心がけていきたいと考えている。 

 

Ⅱ 研究活動 

○研究課題 

担当する科目の更なる研究の深化及び本学赴任後新たに担当する分野（スポーツボランティア）

の研究開発及び地域・関係団体等との関係づくり 

 

○目標・計画 

（目標） 

研究課題を整理し、前期は新たな教育ツールである Microsoft teamsを活用しながら、学生の自

主的な学習を支援し、主体的な学習・研究習慣を醸成することに努める。また。授業内容をより

分かりやすく伝える工夫をする。そして、学生の反応を確かめながら必要な指導助言を丁寧に行

う。また、後期の科目である東邦プロジェクトでは、スポーツボランティアに関して、コロナの

影響はまだ残る中ではあるが、前期のうちに地域の関係団体との関係づくりを行い、後期に向け

ての準備を行う。 

そして、学生の成長及び地域に根差し、地域に貢献する本学の方針の一助となるよう努めて 

いきたい。 

（計画） 

前期 久しぶりに対面での授業による生徒との応答や関わりを重視し、学生の理解を担保する授

業の進め方に工夫や変更を加えながらより良い授業展開を目指す。また、地域の学校やクラブチ

ーム及び県・市サッカー協会等との関係づくりを更に進め、後期からの授業準備を進める。 

後期 東邦高校人間健康コースにおける授業の更なる充実を図り、またスポーツを通じたボラン

ティア活動の実施に向けた準備を進めながら実際のスポーツボランティア活動を開始できるよう

尽力する。また、次年度に発展性を持った授業づくりの準備を行う。 

 

○2015年 4月から 2023年 3月の研究業績（特許等を含む） 

（著書）「人間健康学」（2023年２月、唯学書房、共同執筆者） 

（学術論文） 

（学会発表） 

（特許） 

（その他） 



 

○科学研究費補助金等への申請状況、交付状況（学内外） 

 

○所属学会 

日本商業教育学会、日本商業教育学会千葉支部 

 

○自己評価 

 コロナ渦の中で、所属学会の活動も停滞し、一部オンラインでの活動があったが、活発な活動とは

言えず、参加もしなかったが、2023 年３月に開催された関東支部の研究会には久しぶりに参加でき

た。 

 

Ⅲ 大学運営 

○目標・計画 

（目標） 

スポーツ振興局の事業及び大学の強化クラブの一つである男子サッカー部の指導に重点を置き、建

学の精神を念頭にサッカーを通じての人間的成長を目途とするクラブとして存在感と信頼感を高め

られるようにする。また、サッカーを通じての高大連携を更に推進する。 

（計画） 

通年をかけて、人間的成長とチームや個人の規律を重視した指導方針を選手に浸透させる。 

     そして、選手の自立、クラブの成長を実現するべく尽力する。 

     また、次年度以降の更なる強化に向けた補強活動並びに準備活動を並行して行う。 

 

○学内委員等 

  地域・産学連携センター運営委員会 

 

○自己評価 

   本運営委員会の活動を通じて、地域社会等に本学の存在を知らしめることができたと考えている。 

 

Ⅳ 社会貢献 

○目標・計画 

（目標） 

地域・産学連携委員会の一員として、地域に根差し、地域の発展に貢献する本学の方針に沿った

活動ができるように努力する。そして、それが学園のブランディングに繋がるように併せて尽力す

る。また、学園１００周年記念行事に向けたスポーツを通じた活動の準備を行う。 

（計画） 

昨年度までの活動を見直しながら、地域のニーズ等を確認し、自分に任される仕事及び自分に期

待される分野の仕事をしっかり行う。 

特にスポーツの分野においてのネットワークを生かして学園のブランディングに貢献する方策を

考えていく。 

 

○学会活動等 

 



○地域連携・社会貢献等 

１００周年のイベントに一つとして、2022年 11月 23日にスポーツセミナーをハイブリッド方式で

開催することができた。 

東邦学園スポーツ振興局の協力の下、全国の高校生年代及び大学生のサッカー大会を 2023 年３月

に開催した。また、後期の持ち授業である東邦プロジェクト A の活動で、2022 年 12 月に愛知県小

牧市で開催された中学生年代のサッカー大会の審判及び運営に学生が携わった。 

 

○自己評価 

地域や行政関係者ならびにスポーツ団体の関係者の方々からも活動を感謝され、東邦高校ならび

に愛知東邦大学の認知度向上に貢献できた。 

 

Ⅴ その他の特記事項（学外研究、受賞歴、国際学術交流、自己研鑽等） 

学園の教職員として、「三つの言葉」の教職員の心構えを念頭に置いて、１００周年を迎える学園の

更なる発展と学生・生徒の成長のため貢献できるよう日々努力していく。 

 

Ⅵ 総括 

 コロナ渦で様々な規制があったが、やるべきことはほぼ達成できたと考える。次年度においては、

更なる進歩を目指して活動していきたいと考えている。 

以 上 


